
  

図書館だより             №28 

２０２4（令和6年）１２月19日 

石岡商業高校  図書委員会 

 

冬の始まりに咲くサザンカが、今年も図書館前庭に桃色と白色を対比させながら咲い

ています。花言葉は色によって違いますが「困難に打ち克つ、ひたむきさ」とされてい

るようです。寒さに負けない花の姿から由来しています。赤いサザンカは「謙譲」、白い

サザンカは「愛嬌」、桃色のサザンカは「永遠の愛」という。サザンカは12月4日の誕

生花でもあるそうです。生徒の皆さんも風邪などひかないで終戦から80年の平和な年を

迎えてください。 

新着本の中からのお薦め本             

☆ わたしの知る花（町田そのこ） 

犯罪者だと町で噂されていた老人が、７７歳で孤独死した。部屋に 

残っていたのは、彼が手ずから咲かせた綺麗な“花”―。生前知り合っていた女子高生・

安珠は、彼のことを調べるうちに、意外な過去を知ることになる。淡く、薄く、醜くも、

尊い。様々な花から蘇る記憶―。これは、謎めいた老人が描く、愛おしい人生の物語。 

 

 

☆ ２２歳の扉（青羽悠） 

 

京都の大学に入学した数学好きの田辺朔。大学生活に馴染めず、漫然と授業を受け 

バイトをしているうちに前期は終わってしまった。後期に入り、先輩の夷川と出会い、 

朔の大学生活は一変した。自由奔放な女の子に振り回されたり、学生運動に巻き込まれた

り、自分の行く末に悩んだり、まぶしくて、切ない２０代の日々。二十代前半の「不変」

と「今」が詰まったダントツの青春小説！ 

 

☆センス・オブ・ワンダー（レイチェル・カーソン） 

雨のそぼ降る森、嵐の去ったあとの海辺、晴れた夜の岬。そこは鳥や虫や植物が 

歓喜の声をあげ、生命なきものさえ生を祝福し、子どもたちへの大切な贈り物を 

用意して待っている場所……。農薬によって生態系が破壊され、やがて鳥も虫も 

鳴かない沈黙の春が来る と警告し、自然との共生を訴えた女性生物学者。人類は、この

問題を解決する有効な手立てを、いまだに見つけ出してはいない。35年前に『沈黙の春

』と翻訳され、２０世紀のベストセラー。読みやすい新訳で。 

☆ サンショウウオの四十九日（朝比奈秋） 

同じ身体を生きる姉妹、その驚きに満ちた普通の人生を描く、 

２０２４年第１７１回芥川賞受賞。周りからは一人に見える。 

でも私のすぐ隣にいるのは別のわたし。不思議なことはなにもない。 

けれど姉妹は考える、隣のあなたは誰なのか？ そして今これを考えて 

いるのは誰なのか――医師としての経験と驚異の想像力で人生の普遍を描く。 

着本案内 図書館入口より正面書架に新着図書コーナーがあります 

   書            名   著 者 名 

あなたの言葉を 辻村深月 

日ソ戦争 麻田雅文 

サンショウウオの四十九日 朝比奈秋 

オパールの炎 桐野夏生 

世界のニュースを日本人は何も知らない 谷本真由美 

ルポ スマホ育児が子どもを壊す 石井光太 

人間の証明 角川歴彦 

ザ・ドロップ デニス・ルヘイン 

籠の中のふたり 薬丸岳 

ツミデミック 一穂ミチ 

バリ山行 松永K三蔵 

ロシア文学の教室 奈倉有里 

脳は眠りで大進化する 上田泰己 

わたしの、本のある日  々 小林聡美 

「やりがいのある仕事」という幻想 森博嗣 

常夏荘物語 伊吹有喜 



メタバースとは何か 岡嶋裕史 

ひっくり返す人類学 奥野克巳 

公式は覚えないといけないの? 矢崎成俊 

学力は「ごめんなさい」にあらわれる 岸圭介 

緋あざみ舞う 志川節子 

客観性の落とし穴 村上靖彦 

骨と肉 櫛木理宇 

夏のピルグリム 高山環 

わたしの知る花 町田そのこ 

読書脳 樺沢紫苑 

NHK 日本的メディアの内幕 立石陽一郎 

フェイク・マッスル 日野瑛太郎 

センス・オブ・ワンダー  新訳 レイチェル・カーソン 

友だちがしんどいがなくなる本 石田光規 

ChatGPTの頭の中 スティーヴン・ウルフラム 

本を読む本 
M・J・アドラー  C・V・ド

ーレン 

２２歳の扉 青羽悠 

数学のしくみ 加藤文元 

ほどける骨折り球子 長井 短 

少女マクベス 降田 天 

あなたの代わりに読みました 斎藤 美奈子 

控えよ小十郎 佐藤巌太郎 

透明都市 リリア・アセンヌ 

グループで覚える ことばの使い分け辞典 矢澤真人 

セットで覚える 漢字の使い分け辞典 矢澤真人 

続きと始まり 柴崎友香 

大摑源氏物語 まろ、ん? 小泉吉宏 

またうど 村木嵐 

兎は薄氷に駆ける 貴志祐介 

国家の命運は金融にあり 高橋是清の生涯 上・

下 
板谷俊彦 

新おとめ六法 上谷さくら 

学校行きたくない 不登校とどう向き合うか 榎本博明 

使える!予習と復習の勉強法 篠ケ谷圭太 

ガザ紛争の正体 宮田律 

嫌われる勇気 岸見 一郎/古賀 史健 

読み終えた瞬間、空が美しく見える気象のはなし 荒木健太郎 

近藤誠一 全集 Ⅵ 近藤誠一 

六人の笛吹き鬼 三津田信三 

地球の歩き方 茨城 地球の歩き方編集室 

スタンフォード大学 いのちと死の授業 スティーヴン・マーフィ重松 

地面師たち ファイナル・ベッツ 新庄 耕 

           冬季休業中の開館時間  

           9：00  ～ 16：00 

冬季休業中の閉館日 2024年12月28～2025年1月5日 


